
９
月
10
日
、
新
浜

祭
で
賑
わ
う
日
産
自
動
車

九
州
工
場
の
特
設
コ
ー
ス
で
第

２
回
エ
コ
デ
ン
レ
ー
ス
in
苅
田
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
九
州
各
地
か
ら
前
回

を
上
回
る
15
チ
ー
ム
計
24
台
が
参
加
。
自

作
の
車
両
に
支
給
さ
れ
た
バ
ッ
テ
リ
ー
を
搭

載
し
て
い
か
に
長
く
走
れ
る
か
を
競
い
ま
し
た
。

地
元
苅
田
町
か
ら
は
４
チ
ー
ム
６
台
が
出
走
、

「
チ
ー
ム
カ
ン
ダ
」
が
１
、
２
位
を
占
め
二
連
覇
を

果
た
し
ま
し
た
。(
く
わ
し
く
は
、
14
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
）

▲出走前に最後の調整をするチームカンダの「Ｈ－１」。
見事優勝、「Ｔ－3］も2位に。

小波瀬川イカダ大会優勝の㈱山崎工
業、「チームyamasaki」で初参戦。

▲ドライバーは教頭先生。苅
田工業高校の「ハヤブサ」

▲西日本工業大学の「西工大
NSX」。総合7位に。

９月議会町政報告・・・・・・・・ 2～3ページ
総合計画後期基本計画の概要・・・ 4～5ページ
障害者自立支援法の施行・・・・・ 8～9ページ

苅田町の空気と水・・・・・・・・ 10～11ページ
下半期のごみ収集日・・・・・・・・・・12ページ
苅田山笠に伴う交通規制など・・・・・・24ページ
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本
日
こ
こ
に
、
９
月
定
例
議
会
を
招

集
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
議
員
の
皆

様
に
は
、
ご
多
忙
の
な
か
ご
出
席
を
い

た
だ
き
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

議
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
お
許
し
を

得
ま
し
て
町
政
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

１
　
町
づ
く
り
事
業
の
進
捗

〇
ま
ず
、
第
３
次
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
に
つ
い
て
ご
報
告
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

さ
る
７
月
25
日
、
苅
田
町
総
合
計
画

審
議
会
か
ら
答
申
を
受
け
、「
第
３
次

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、
平
成
18
年
か

ら
22
年
ま
で
の
５
か
年
の
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
と
な
る
指
針
と
主
要
な
施
策
に

つ
い
て
、
示
し
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
後
期
基
本
計
画
策
定
に
あ
た

っ
て
の
基
本
的
な
方
向
と
し
て
「
文

化
、
風
土
に
根
ざ
し
た
苅
田
ら
し
さ
を

継
承
し
、
苅
田
町
独
自
の
優
れ
た
魅
力

を
作
り
出
す
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
世
代

の
町
民
が
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、
元

気
・
や
さ
し
さ
・
か
が
や
き
あ
ふ
れ
る

苅
田
を
感
じ
る
施
策
を
骨
子
と
し
、
住

民
の
参
画
・
住
民
本
位
の
視
点
に
立
っ

た
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
い
ま

す
。今

後
、
答
申
を
尊
重
し
、「
苅
田
ら

し
さ
」
を
創
造
す
る
と
と
も
に
、
安
心

し
て
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
て
の
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
白
川
・
片
島
地

区
を
含
ん
だ
総
合
的
な
計
画
並
び
に
子

ど
も
の
居
場
所
作
り
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
現
在
、
検
討
委

員
会
に
お
い
て
内
容
等
を
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

〇
次
に
、
手
づ
く
り
の
ま
ち
づ
く
り
事

業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。

昨
年
度
か
ら
取
り
組
み
ま
し
た
手
づ

く
り
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
補
助
団
体
を
公
募
い
た
し
ま
し

た
と
こ
ろ
、
非
常
に
関
心
が
高
く
、
26

団
体
か
ら
申
請
が
あ
り
、
審
査
会
に
よ

る
各
団
体
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
、

内
容
に
応
じ
て
補
助
額
を
決
定
い
た
し

ま
し
た
。
今
後
と
も
、
情
報
の
提
供
を

積
極
的
に
実
施
し
、
制
度
の
活
用
拡
大

に
努
め
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

○
次
に
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
活
動
に

つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

平
成
16
年
７
月
か
ら
一
般
住
民
へ
の

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の

使
用
が
認
め
ら
れ
、
本
町
で
は
、
平
成

17
年
６
月
か
ら
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含
め
た
講
習

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
平
成
18
年
７

月
31
日
現
在
、
延
べ
38
回
、
９
４
７
名

が
受
講
し
、
こ
の
う
ち
、
職
員
（
消
防

含
む
）
１
３
８
名
、
全
体
の
約
15
％
、

職
員
全
体
の
約
47
％
が
受
講
し
て
い
ま

す
。
こ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
は
、
平
成
18

年
６
月
に
は
本
庁
舎
ほ
か
10
ヶ
所
、
小

中
学
校
８
箇
所
、
計
19
ヶ
所
に
設
置
を

し
て
い
ま
す
。

２
　
平
成
17
年
度
決
算
の
概
要

平
成
17
年
度
一
般
会
計
決
算
見
込
み

に
つ
き
ま
し
て
は
、
歳
入
が
１
７
９
億

６
７
２
１
万
６
８
５
７
円
、
歳
出
が
１

４
６
億
９
９
１
４
万
６
７
４
４
円
で
歳

入
か
ら
歳
出
を
引
い
た
形
式
収
支
で
は

３
２
億
６
８
０
７
万
１
１
３
円
、
翌
年

度
へ
の
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を
控
除
し

た
実
質
収
支
は
２
８
億
７
６
６
４
万
１

１
３
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
前
年
度

に
比
べ
て
19
・
１
％
の
大
幅
な
増
加
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
平
成
16
年
度
か

ら
の
繰
越
金
の
増
加
が
主
な
要
因
で

す
。一

方
、
単
年
度
収
支
で
見
る
と
４
億

６
０
３
８
万
５
５
１
５
円
で
、
前
年
度

比
64
・
１
％
の
減
少
と
な
っ
て
お
り
、

平
成
16
年
度
が
好
決
算
で
あ
っ
た
影
響

が
見
て
と
れ
ま
す
。

大
幅
な
黒
字
決
算
を
維
持
し
て
は
お

平成18年苅田町議会9月定例会開会日の
9月4日、吉廣町長は次のように、町政報告
を行いました。

「
苅
田
ら
し
さ
」
の
創
造
を
テ
ー
マ
に

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
を
策
定
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り
ま
す
が
、
財
政
指
標
等
か
ら
判
断
し

て
も
町
財
政
運
営
を
左
右
す
る
税
収
の

動
向
は
大
き
く
、
18
年
度
に
お
い
て
も

繰
越
金
を
財
源
と
し
た
予
算
編
成
と
な

っ
て
い
る
こ
と
は
、
今
後
の
財
政
需
要

を
賄
う
う
え
で
決
し
て
余
裕
の
あ
る
財

政
状
況
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

３
　
新
北
九
州
空
港

さ
る
３
月
16
日
に
開
港
い
た
し
ま
し

た
新
北
九
州
空
港
は
、
乗
降
客
数
が
８

月
６
日
に
は
50
万
人
を
突
破
し
、
目
標

と
さ
れ
る
年
間
乗
降
客
数
１
０
０
万
人

を
上
回
り
乗
降
客
数
１
２
０
万
人
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
入
館
者

数
は
、
８
月
３
日
に
は
１
０
０
万
人
に

達
し
、
同
ビ
ル
２
階
出
発
ロ
ビ
ー
で
記

念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

利
用
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
内

線
で
は
、
沖
縄
便
以
外
は
60
％
を
割
り

込
む
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

町
と
し
ま
し
て
も
関
係
団
体
と
連
携
し

一
層
の
利
用
促
進
・
Ｐ
Ｒ
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

国
際
線
で
は
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
航

空
が
８
月
19
日
か
ら
９
月
23
日
の
間
週

２
便
水
・
土
曜
日
就
航
し
ま
し
た
。
ま

た
、
上
海
便
は
、
７
月
に
は
60
％
を
超

え
８
・
９
月
も
好
調
な
状
況
で
推
移
し

て
い
ま
す
。

平
成
４
年
か
ら
、
多
く
の
皆
様
に
航

空
に
対
す
る
ご
理
解
と
関
心
を
高
め
て

い
た
だ
く
た
め
９
月
20
日
を「
空
の
日
」、

９
月
20
日
か
ら
30
日
を
「
空
の
旬
間
」

と
制
定
し
、
毎
年
全
国
の
空
港
内
１
箇

所
を
ス
カ
イ
フ
ェ
ス
タ
会
場
と
し
て
大

規
模
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
年
は
、
新
北
九
州
空
港
が
こ
の

会
場
と
し
て
決
定
さ
れ
フ
レ
ン
ド
リ
ー

な
空
港
に
す
る
た
め
９
月
23
・
24
日
の

二
日
間
に
わ
た
り
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ

れ
る
予
定
で
す
。
詳
し
い
事
業
内
容
に

つ
き
ま
し
て
は
、
広
報
で
ご
案
内
し
て

い
ま
す
よ
う
に
よ
り
多
く
の
町
民
の
皆

様
の
御
参
加
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

ま
た
、
８
月
22
日
よ
り
空
港
の
24
時

間
運
用
が
開
始
さ
れ
８
月
下
旬
よ
り
、

貨
物
専
用
便
で
あ
る
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
エ

ア
ラ
イ
ン
ズ
の
就
航
予
定
と
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
10
月
31
日
に
就
航
を
予
定

し
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

４

東
九
州
自
動
車
道
及
び

国
道
２
０
１
号
バ
イ
パ
ス

北
九
州
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
か
ら
苅
田

北
九
州
空
港
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
間

が
２
月
26
日
に
供
用
開
始
さ
れ
て
お

り
、
今
後
の
予
定
と
し
ま
し
て
、
県
境

ま
で
が
平
成
28
年
度
、
苅
田
北
九
州
空

港
イ
ン
タ
ー
か
ら
行
橋
イ
ン
タ
ー
ま
で

が
平
成
25
年
度
供
用
開
始
予
定
と
な
っ

て
お
り
並
行
し
て
国
道
２
０
１
号
バ
イ

パ
ス
も
同
じ
く
平
成
25
年
度
供
用
開
始

予
定
に
向
け
て
、
現
在
関
係
機
関
と
協

力
し
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

５
　
化
学
弾

現
在
、
苅
田
港
内
の
岸
壁
前
面
等
に

お
い
て
高
精
度
磁
気
探
査
を
行
っ
て
お

り
、
探
査
結
果
で
新
た
に
４
６
９
発
が

発
見
さ
れ
、
す
で
に
３
５
６
発
の
無
害

化
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
無

害
化
処
理
事
業
は
、
11
月
頃
完
了
す
る

予
定
で
あ
り
、
ま
た
並
行
し
て
行
っ
て

い
ま
す
磁
気
探
査
に
つ
き
ま
し
て
も
、

３
月
迄
に
は
結
果
が
判
明
す
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

苅
田
港
本
航
路
の
浚
渫
作
業
は
、
無

害
化
処
理
が
終
わ
り
次
第
、
実
施
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
国
・
県
に
対
し
て
化
学
弾
処
理
と

港
湾
整
備
に
つ
い
て
、
早
期
実
施
の
要

望
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

６

苅
田
町
自
動
車
産
業

振
興
協
議
会

北
部
九
州
に
お
い
て

は
、
日
産
自
動
車
㈱
、

ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州
㈱
、

ダ
イ
ハ
ツ
車
体
㈱
の
操

業
に
よ
り
自
動
車
産
業

の
集
積
が
進
ん
で
い
ま

す
。福

岡
県
も
、
こ
の
８

月
「
北
部
九
州
自
動
車

百
万
台
生
産
拠
点
推
進

会
議
総
会
」
に
お
い
て

今
後
の
構
想
を
１
５
０

万
台
に
す
る
目
標
を
掲

げ
ま
し
た
。

本
町
に
お
い
て
も
、

▲8月31日に行われた苅田町自動車産業振興協議会
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高
度
な
技
術
を
持
っ
た
地
元
企
業
が
集

積
し
て
い
る
地
域
の
特
性
を
活
か
し
な

が
ら
相
互
に
連
携
し
、
情
報
を
共
有
す

る
こ
と
に
よ
り
自
動
車
産
業
全
体
の
高

度
化
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
に
し
た

「
苅
田
町
自
動
車
産
業
振
興
協
議
会
設

立
総
会
」
を
８
月
31
日
に
開
催
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
参
加
企
業
数
23
社
、
協

力
機
関
３
団
体
が
出
席
し
、
今
後
の
苅

田
町
自
動
車
産
業
の
発
展
に
つ
い
て
積

極
的
な
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。（
会

長：

商
工
会
議
所
会
頭
、
顧
問：

日

産
・
ト
ヨ
タ
、
協
力
機
関：

商
工
会
議

所
・
西
日
本
工
業
大
学
・
県
立
苅
田
工

業
高
校
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー：

福
岡
県
、

事
務
局：

苅
田
町
）

７
　
教
育
施
策
に
つ
い
て

今
、
苅
田
町
が
行
っ
て
い
る
教
育
改

革
の
成
否
を
大
き
く
左
右
す
る
要
素
の

一
つ
に
町
内
教
職
員
の
資
質
の
問
題
が

あ
る
こ
と
は
論
を
待
た
な
い
と
こ
ろ
で

す
。
そ
こ
で
、
町
で
は
、
教
育
の
プ
ロ

と
し
て
の
実
践
的
指
導
力
の
向
上
と
豊

か
な
人
間
性
を
備
え
た
教
職
員
を
育
て

る
こ
と
に
重
点
を
お
い
て
研
修
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
ま
ず
、
教
職
員
が
社

会
人
と
し
て
常
識
を
身
に
つ
け
、
社
会

の
モ
デ
ル
・
子
ど
も
の
モ
デ
ル
と
な
る

よ
う
に
、「
マ
ナ
ー
講
座
」
を
本
年
度
新

た
に
開
講
し
、
ま
た
全
10
講
座
を
実
施

し
ま
し
た
。

次
に
、今
年
で
３
年
目
を
迎
え
た
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
事
業
で
は
、
従
来
の
ス
ク
ー

ル
型
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
型
へ
と
範
囲

を
広
げ
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
ご
家

今
回
策
定
し
た
後
期
基
本
計
画
は
平
成
13

年
度
に
策
定
し
た
「
第
３
次
苅
田
町
総
合
計

画
」
基
本
構
想
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
平

成
22
年
度
を
目
標
年
度
と
す
る
後
期
５
年
間

の
ま
ち
づ
く
り
の
計
画
で
す
。

多
く
の
意
見
を
も
と
に

話
し
合
い
ま
し
た

昨
年
９
月
に
後
期
基
本
計
画
策
定
の
た
め

の
総
合
計
画
審
議
会
を
設
置
、
西
日
本
工
業

大
学
の
高
見
敞
志
教
授
を
会
長
に
、
学
識
経

験
者
、
各
種
団
体
代
表
者
、
町
民
、
行
政
な

ど
の
41
人
の
委
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
ま
し

た
。「
産
業
・
都
市
」「
環
境
・
安
全
安
心
」

「
教
育
・
福
祉
」「
住
民
参
画
・
行
政
改
革
」

の
四
つ
の
部
会
ご
と
に
現
状
や
課
題
、
具
体

的
な
施
策
・
事
業
の
あ
り
方
が
検
討
さ
れ
、

７
月
25
日
に
審
議
会
か
ら
町
長
へ
答
申
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
行

っ
て
い
く
う
え
で
最
も
重
要
な
計
画
で
あ

り
、
策
定
に
当
た
っ
て
は
、「
町
民
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
」「
町
民
意
向
調
査
（
満
足
度
・

期
待
度
）」「
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
」
な
ど

を
通
し
て
、
町
民
の
方
々
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
町

民
の
意
見
を
汲
み
取
り
な
が
ら
、
審
議
会
に

お
い
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

方
向
性

環
境
・
自
然
・
文
化
・
風
土
に
根
ざ
し
た

苅
田
な
ら
で
は
の
魅
力
を
継
承
し
、
さ
ら
に

は
産
業
な
ど
他
の
都
市
よ
り
も
優
れ
た
魅
力

「
苅
田
ら
し
さ
」
を
創
造
し
、
本
町
の
さ
ら

な
る
飛
躍
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
新
北
九
州
空
港
、
東
九
州
自
動
車

道
、
苅
田
港
な
ど
の
空
・
陸
・
海
の
高
速
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
に
よ
り
、
苅
田
町

の
新
た
な
魅
力
が
創
造
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。
今
後
は
、
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用

し
た
地
域
産
業
の
活
性
化
、
賑
わ
い
の
あ
る

商
業
機
能
の
創
出
や
観
光
の
振
興
、
ま
た
住

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
つ
い
て
ー
ま
ち
づ
く
り
の
計
画
ー

民
や
地
域
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
各
種
団
体
の

主
体
的
な
活
動
の
促
進
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、「
地
域
の
力
を
高
め
、
住
民
・
産
業
が

い
き
い
き
と
活
動
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

推
進
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
町
民
・
各
種
団
体
・
企
業
・
学

校
な
ど
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
連
携
・

協
力
体
制
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
政
策

形
成
な
ど
へ
の
住
民
参
画
を
積
極
的
に
進

め
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
た
き
め
細
か
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

「
安
心
し
て
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
推
進
し
ま
す
。

庭
の
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
楽
し
く

充
実
し
た
国
際
交
流
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
は
グ
ア
ム
か
ら
６
名
の
子
ど

も
大
使
と
引
率
者
を
迎
え
、
小
学
校
で

実
施
し
て
い
る
英
語
活
動
に
大
い
に
役

立
ち
、
身
振
り
手
振
り
を
交
え
な
が
ら

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
、
児
童

と
教
職
員
の
国
際
感
覚
が
一
層
豊
か
に

な
っ
た
と
の
報
告
を
受
け
、
大
変
嬉
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。

※
行
事
報
告
は
省
略
し
ま
し
た
。
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※
後
期
基
本
計
画
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
総
合
政
策
課
（
TEL
０
９
３
・
４
３
４
・
１
８
０
９
）
へ
。

基本構想 後期基本計画
計画の期間：平成18年度～22年度

「苅田らしさ」の創造
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酒酔い運転とは、体内のアルコール量に関係なく、

正常な運転ができない状態で、車両を運転すること。

・罰則…3年以下の懲役又は50万円以下の罰金

・点数…25点（免許取消）

酒気帯び運転とは、体内に一定基準以上のアルコー

ルを保有しているのに車両を運転すること。

・罰則…1年以下の懲役又は30万円以下の罰金　

・点数…6点又は13点（免許停止）

皆さん知ってました？

◇自転車も飲酒運転の対象に！

3年以下の懲役又は50万円以下の罰金

◇同乗者や飲食店店員も処罰の対象に！

・飲酒の席等において、相手が車で来たことを知り

ながらお酒を勧めた場合

・飲食店の店員が、お客が車で来店していることを

知りながら、お酒を提供した場合

・相手が飲酒していることを知りながら、車を貸し

た場合

以上の場合も、処罰の対象となります。

行橋警察署からのお願い

「飲んだら乗るな。飲むなら乗るな。」

○お酒を飲む予定などがあれば、公共機関を利用す

る。

○自分自身だけでなく、自分の周りで飲酒運転をし

ようとしている人がいれば、注意してやめさせる。

○同伴者が酒に酔ったら、タクシー等で自宅まで送

り届ける。

福岡県行橋警察署　TEL0930・24・5110

「
青
色
パ
ト
カ
ー
」
が
町
内
巡
回

飲酒運転による事故多発！
酒酔い運転による致死率は

通常の交通事故の約35倍 福
岡
県
が
実
施
す
る
非

行
防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
の
モ
デ
ル
地
区
に
苅
田

町
が
指
定
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
て
、
９
月
１
日
、
苅

田
町
非
行
防
止
推
進
協
議

会
が
発
足
し
ま
し
た
。

協
議
会
は
町
長
を
会
長

に
、
行
橋
警
察
署
と
町
内
の
各
種
団
体

で
構
成
、
少
年
非
行
を
防
ぐ
た
め
の

様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

特
に
、
青
色
回
転
灯
を
装
着
し
た
車

両
（
通
称：

青
色
パ
ト
カ
ー
）
が
、
毎

日
、
町
内
を
巡
回
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。「
青
パ
ト
」
に
は
非
行
防
止
巡
視

員
が
乗
り
、
非
行
を
未
然
に
防
ぎ
、「
不

審
者
」
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
に
活

動
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
協
議
会
会
員
が
週
一
回
程

度
、
児
童
・
生
徒
の
登
下
校
時
や
夜
間

に
、
通
学
路
や
コ
ン
ビ
ニ
、
ビ
デ
オ

店
、
公
園
な
ど
を
巡
回
す
る
な
ど
の
活

動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
構
成
団
体
　
区
長
会
連
合
会
、
交
通

安
全
指
導
員
、
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
、

商
工
会
議
所
、
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

消
防
団
、
体
育
協
会
、
青
年
団
協
議
会
、

タ
ク
シ
ー
協
会
、
苅
田
地
区
婦
人
会
、

文
化
協
会
、
防
犯
協
会
、
苅
田
保
護
司

会
、
郵
便
局
、
行
橋
警
察
署
少
年
指
導

委
員
・
少
年
補
導
員
、
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
、
苅
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
苅

田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
青
少
年
育
成

町
民
会
議

※
非
行
防
止
推
進
協
議
会
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

（
TEL
０
９
３
・
４
３
４
・
２
０
４
４
）

へ
。

苅
田
町
非
行
防
止
推
進
協
議
会
が
発
足
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片島地区農業集落
排水処理施設を

供用開始します

本事業は、農業用用排水の水質
保全、農業用用排水施設の機能維
持又は農村の生活環境の改善を図
り、集落におけるし尿、生活雑排
水などの汚水、汚泥を処理する施
設の整備又は改築を行う事業で
す。
苅田町では、片島地区において

平成14年度から事業に着手し管
路の整備、終末処理場の完成にと
もない10月1日から供用開始しま
す。
供用開始の区域は、木ノ元区、

片島区、浄土院区と岡崎区の一部
です。
●お問い合わせ
役場産業建設部下水道課

TEL093・434・1829

「
宅
配
便
と
言
わ
れ
て
ド
ア
を
開
け
た
ら
新
聞

の
勧
誘
だ
っ
た
」「
１
年
契
約
が
い
つ
の
間
に
か

３
年
契
約
に
な
っ
て
い
た
」
と
い
っ
た
相
談
が
寄

せ
ら
れ
て
お
り
、
新
聞
訪
問
販
売
の
悪
質
な
勧
誘

手
法
は
依
然
と
し
て
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め
に

は
、
ド
ア
を
開
け
る
前
に
必
ず
用
件
を
確
認
し
、

必
要
な
い
場
合
は
き
っ
ぱ
り
断
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
ま
た
、
販
売
員
が
提
示
す
る
景
品
に
つ
ら
れ

て
不
要
な
契
約
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

今
必
要
な
契
約
か
ど
う
か
よ
く
考
え
て
、
契
約
は

く
れ
ぐ
れ
も
慎
重
に
。
契
約
を
す
る
場
合
は
、
契

約
の
内
容
を
よ
く
確
認
し
、
契
約
書
は
必
ず
受
領

し
、
保
管
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

万
が
一
、
う
っ
か
り
不
要
な
契
約
を
し
て
し
ま

っ
た
と
い
う
場
合
で
も
、
訪
問
販
売
の
場
合
は
契

約
書
受
領
日
か
ら
８
日
間
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

に
よ
り
無
条
件
で
解
約
で
き
ま
す
。

業
者
が
「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
な
い
」
な

ど
と
う
そ
を
言
っ
て
妨
害
し
た
と
き
な
ど
は
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
が
過
ぎ
て
い
て
も
無
条
件
解

約
で
き
ま
す
。
で
き
る
だ
け
早
く
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

「
帰
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
て
も
業
者
が
帰

ら
な
い
場
合
、
脅
さ
れ
て
恐
怖
を
感
じ
た
場
合
な

ど
は
、
速
や
か
に
警
察
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

苅
田
町
消
費
生
活
相
談
受
付
件
数
　
　
　
21
件

悪質な新聞勧誘にご用心！

事業所・企業統計調査は、統計法に

基づき総務省が実施する指定統計で、

国や地方の経済・雇用対策や、防災対

策などの施策の基礎資料となる重要な

調査です。

9月下旬から調査員がお伺いします

福岡県知事が任命した調査員が、9

月下旬から、調査票を持ってお伺いし

ます。また、10月1日以降、調査員

が回収に伺いますので、記入した調査

票をお渡しください。

※調査員は福岡県知事が発行した「調

査員証」を携帯しています。

個人経営のお店も対象になります

事業所・企業統計調査はすべての民

営の事業所が対象になります。工場、

商店、営業所のほか、寺院、神社、病

院、個人で経営するお店や塾も対象に

なります。

調査は簡単です

調査は1枚の用紙に必要事項を書き

込むだけですので、短時間で記入でき

ます。

「情報」は厳守されます

調査の内容を他にもらしたり、統計

以外の目的に使用することは「統計法」

により、堅く禁じられています。皆様

の情報は厳守されますので、安心して

調査にご協力ください。なお、調査票

は厳重に保管され、集計完了後は溶解

処分されます。

●問い合わせ 役場総合政策課情報政

策室（おしらせ係）

TEL093・434・1921

10月1日から



18.9.25 ⑧

利用者負担の見直し
補装具費や日常生活用具給付については、世帯の所得に応じて費用の一部を負担する方法から、費用の1割を利
用者が負担する定率負担に変わります。
●所得に応じて一定の月額負担上限額が設定されます。
●本人又は当該世帯の最多収入者の町民税所得割課税額が50万円以上の場合は補装具費・日常生活用具給付は支
給対象外となります。
問い合わせ・申請窓口　 苅田町役場 健康福祉課　障害・社会福祉係

【TEL】093・434・1848 【FAX】093・436・3014

※（３）現行の補装具給付制度と日常生活用具給付等事業は、種目や利用者負担が見直されます。
補装具・・・義肢、装具、車いす等
日常生活用具・・・特殊寝台、入浴補助用具等

補装具及び日常生活用具の種目の見直し（平成18年10月）

補 装 具 日常生活用具

点字器

日常生活用具へ移行

重度障害者用意思伝達装置 補装具へ移行

頭部保護帽 浴槽（湯沸かし器）
廃止

人工喉頭 パーソナルコンピュータ

歩行補助つえ
（一本つえのみ）

情報・通信支援用具
障害者情報バリアフリー化
支援事業より日常生活用具
へ移行

収尿器

ストマ用装具

色めがね 廃止

障害者雇用促進面談会
を開催します(無料）

北九州会場
★日時　10月18日（水）

午後1時～4時
★場所　北九州プリンスホテル
（北九州市八幡西区東曲里町3－1）
★主催　福岡県・福岡労働局・
（財）福岡県高齢者・障害者雇用支
援協会　等
※他日程・会場や詳細については
お問い合わせください。
※出来るだけ事前にご予約くださ
い（下記まで）
★問い合わせ先　
行橋公共職業安定所
（ハローワーク行橋）
TEL0930・25・8609
行橋市西宮市5ー2ー47

平成19年度障害者職業訓練生の募集
★募集科

★応募手続　 入学願書、健康診断書、他必要書類を最寄の公共職業安定
所（※行橋公共職業安定所・左記参照）に提出してください。
★募集期間 10月2日（月）～平成19年1月10日（水）

（公共職業安定所に必着）
★お問い合わせ先 国立県営　福岡障害者職業能力開発校
〒800－0122 北九州市若松区大字蜑住1728－1
TEL093（741）5431  FAX093（741）1340

コンピュータ製図科（機械製図科） 20人
身体障害者
（高校卒業程度またはこれと同等
の学力を有する18歳以上の方）

プログラム設計科 20人
商業デザイン科 20人

OAビジネス科（OA事務科） 20人

建築設計科 10人

DTP制作科 20人 身体障害者（義務教育修了者又は
これと同等の学力を有する方）ネットビジネス科（流通ビジネス科）20人

総合実務科 20人
知的障害者（義務教育修了者又は
これと同等の学力を有する25歳
未満の方）

障害者自立支援法
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10月から全面施行されます

◇平成18年10月からの主な変更点
（１） 障害福祉サービスの体系が再編され、「障害程度区分」という基準でその区分に応じた各サービスの支給決
定が行われることになります。
ホームヘルパーやショートステイといった日常生活に必要な支援を受けられる「介護給付」と、自立した生活に必
要な知識を身に付ける「訓練等給付」といった利用の目的別に新しい分類になります。「介護給付」をご利用の方
は「障害程度区分」認定をうけていただく必要があります（介護給付を受ける児童・訓練等給付を受ける障害者の
方々は除く）。また、入所や通所の施設サービス（施設訓練等支援費）に関しては今後5年間で新しいサービス体系
に変更していきます。
介護給付・訓練等給付のサービス種類には下記のものがあります。

（２） 地域生活支援事業がはじまります。
現行のサービス（日常生活用具給付等事業や外出介護等）が障害者の地域における生活を支える事業のなかで再編
されます。
事業の種類として下記のものがあります。

その他の事業

介護給付
・居宅介護（ホームヘルパー）・重度訪問介護・行動援護・療養介護・生活介護・児童デイサー
ビス・短期入所（ショートステイ）・共同生活介護・重度障害者等包括支援・施設入所支援

訓練等給付 ・自立訓練・就労移行支援・就労継続支援・共同生活援助

相談支援事業 障害者のいろいろな相談に応じて情報の提供や助言を行う事業

地域活動支援センター 創作的な活動や生産活動の機会の提供、社会との交流促進を図る事業。

移動支援事業
屋外での移動に困難がある障害者・児について、外出のため支援を行うこと
により、地域での自立生活を促すことを目的とする事業

コミュニケーション支援事業 手話通訳派遣事業

日常生活用具の給付等事業
重度の障害者に、日常生活を支援する用具の給付等を行います。

※右ページ（3）参照

訪問入浴サービス事業 身体障害者の生活を支援するため訪問により入浴サービスを提供する事業

更生訓練費給付事業
就労移行支援事業又は自立訓練事業を利用している者及び身体障害者更生援護
施設に入所している者に更生訓練費を支給し、社会復帰の促進を図ることを目
的とする事業

生活サポート事業
介護給付費支給決定者以外の者について日常生活に関する支援・家事に対する
必要な支援を行う事業

日中一時支援事業
障害者の日中における活動の場を確保し、障害者等の家族の就労及び障害者等
を日常的に介護している家族の一時的な休息を目的とする事業

経過的デイサービス事業
障害者デイサービス事業において平成18年10月1日に地域活動支援センター
等の事業移行することが困難な事業所について利用者が継続してサービスが受
けられるようにすることを目的とする事業
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②海域水質調査
苅田港の内外10地点で毎年1回水質調査を行って

います。苅田港は豊前海地先海域に含まれA類型に指
定されています。測定結果（各地点の平均値）は次の
とおりです。pH、n-Hexについては環境基準を達成
しています。CODについては、環境基準を達成でき
ていません。今後の状況を見ながら原因等の調査に努
めていきます。
●表５　測定結果の平均値

●表６　豊前海地先海域の環境基準

③事業所排水調査
町内のいくつかの工場・事業所を対象に年1～2回

排出水の調査を行っています。水質汚濁防止法の規制
値や町との協定値を超える事業所はありませんでし
た。

◆河川や海の水質汚濁の大きな原因の一つとして生活
排水が考えられており、苅田町では公共下水道の導入、
農業集落排水事業や合併浄化槽設置に対する補助制度
に取り組んでいます。

語句の説明
※環境基準…環境上の条件について、人の健康を保護し、及び生活
環境を保全するうえで維持されることが望ましい基準であり、行政
上の目標となるものです。
※類型指定･･･水質及び騒音の環境基準については、国において類
型別に基準値が示されています。これに基づき都道府県が河川等の
状況を勘案し具体的に地域にあてはめ、指定しています。
※pＨ（水素イオン濃度）･･･溶液中の水素イオンの濃度をいい、溶
液1リットル中の水素イオンのグラム当量数で表します。pＨ＝7で
中性、pＨ＜7で酸性、pＨ＞７でアルカリ性であることを表します。
※ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）･･･主に河川の水の汚染度を表
す指標の一つとして用いられ、微生物が水中の有機物を分解すると
きに消費される酸素の量を水１リットルあたりのミリグラム数で表
します。水の汚染度が進むほど数値は高くなります。
※ＳＳ（浮遊物質量）･･･水中に浮遊している物質の量のことをい
い、水1リットルあたりのミリグラム数で表します。水の汚染度が
進むほど数値は高くなります。
※ＣＯＤ（化学的酸素要求量）･･･主に海や湖沼の汚染度を表す指
標の一つとして用いられ、水中の還元性物質を過マンガン酸カリウ
ムなどの酸化剤によって酸化するときに消費される酸素の量を水1
リットルあたりのミリグラム数で表します。水の汚染度が進むほど
数値は高くなります。
※ｎ－Hex（ノルマルヘキサン抽出物質量）･･･水の汚染度を表す
指標の一つで油分の汚染を表します。
※N.D.（定量下限値未満）･･･測定方法の検出限界を下回ることを
いいます。

項目 pH COD(mg/l) n-Hex(mg/l)

測定値 8.1 2.5 N.D.

pH COD n-Hex
7.8～8.3 2mg/l以下 検出されないこと
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苅田町の空気 （平成17年度測定値）

町では町内13ヶ所（平成17年5月末までは14ヶ所）
に降下ばいじんの測定機器を設置しており、毎月その
量を測定しています。
また、福岡県が役場庁舎に大気汚染常時監視測定局

を設けており、二酸化硫黄（SO2）、二酸化窒素（NO2）、
浮遊粒子状物質（ＳＰＭ）、光化学オキシダント（OX）
の測定を行っています。
①降下ばいじん
大気中から地面に雨水とともに降下したり、あるい

は単独の形で降下するばいじん（微小なちり）をいい、
不溶解性物質（水に溶けないもの）と溶解性物質（水
に溶けるもの）に分かれます。比較的簡易な測定方法
で汚染の概要を知ることができます。
降下ばいじんについては、環境基準はありませんが、

年平均値8（ton／k㎡／月）以下を目標としています。
平成17年度の年平均値は全地点で目標値以下となって
います。季節変化を見ていくと、夏場に多い傾向にあ
るため、原因を調査していきます。
測定結果及び経年変化は次のとおりです。
●表1 各地点の年平均値

※雨窪地点は4・5月の2ヶ月間の平均値。測定器設置
が困難になったため、平成17年5月末で測定終了。
※欠測値等を除いた数値の平均値です。

●表2 総量平均値の経年変化

②二酸化硫黄、二酸化窒素、浮遊粒子状物質、光化学
オキシダントの結果については、福岡県の結果公表後
に広報かんだに掲載を予定しています。

苅田町の水 （平成17年度測定値）

①河川水質調査
年4回、町内11河川で水質調査を行っています。こ

のうち環境基準（県指定）が適用される河川は小波瀬
川および長峡川で、他の河川は類型指定がないため環
境基準が適用されません。
長峡川、小波瀬川はすべて環境基準を達成しています。
測定結果及び環境基準は次のとおりです。
●表3 各地点の測定結果の平均値

●表4 小波瀬川および長狭川の環境基準

測定場所 ton/k㎡/月 測定場所 ton/k㎡/月

1 雨窪 3.2 8 城南 3.8
2 松原 4.7 9 新津 3.6

3 神田 4.3 10  白石 3.3

4 港 5.3 11  二崎 3.5
5 富久 3.8 12  片島 2.9

6 南原 4.0 13  鋤崎 4.2

7 尾倉 4.0 14  幸町 5.4

全地点平均 4.0

項目 pH BOD(mg/l) SS(mg/l)
長峡川 8.0 1.5 18.3
小波瀬川 7.8 2.8 8.4
一口川 7.5 3.7 2.0
浄土院川 8.4 2.1 5.8
二崎川 7.7 10.2 9.4
近衛川 8.0 6.2 11.2
長曽川 8.5 4.8 1.5
殿川 8.0 3.6 10.8
井場川 8.3 2.5 4.5
玉川 8.5 12.3 30.3
稗田川 8.5 5.3 8.0

小波瀬川 長峡川
類型 A C
pH 6.5～8.5 6.5～8.5
BOD 2mg/l以下 5mg/l以下
SS 25mg/l以下 50mg/l以下

大気や水質の調査結果については、ホームページでも
見ることができます。

■お問い合わせは
環境保全課環境係（TEL093・434・1834）まで
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※平成19年1月1日(月）～3日(水）の3日間は年始のお休みのため、ごみの収集はい
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●問い合わせ先　役場環境保全課 TEL093・434・1834
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法務総合相談所
★日時　10月2日　(月) 午前10時～午後3時
★場所　豊前市総合福祉センター
★担当者 弁護士・公証人・人権擁護委員・法務局職員
★内容　○不動産売買・賃貸借・土地境界、金銭貸借、
保証などの法律問題の相談　○遺言など公正証書等に関
する相談　○いじめ・体罰に関するもの、部落差別をは
じめとするあらゆる差別の問題、近隣とのトラブル、家
庭内のもめごとなどの人権相談　○売買、贈与などの不
動産登記、会社設立などの法人登録相談　○結婚、離婚、
養子縁組等の戸籍、地代家賃等の供託などの相談　○外
国人に関する相談　○女性問題に関する相談　その他ど
のようなことでもお気軽にご相談ください。※相談は無
料。秘密厳守。
★主催　福岡法務局行橋支局
★後援　法律扶助会福岡県支部・福岡県公証人会・行橋
人権擁護委員協議会

特設人権相談所開設
家庭内のもめごとや近隣とのトラブル、学校や職
場におけるいじめ、差別、相続、ＤＶ、ストーカー
など悩みや困りごとがありましたらお気軽にご相談
ください。相談は無料で、秘密は固く守ります。
★日時　10月4日(水) 午前10時～午後3時
★場所　総合保健福祉センター(パンジープラザ)相
談室
★相談員　苅田町人権擁護委員
※苅田町人権擁護委員の皆さんです。（敬称略）

大重吉子　集2386－5
緒方義一　鋤崎515
松尾憲子　小波瀬１丁目11－2
森若憲道　京町１丁目17－1
猪本泰子　下片島1008
清永　彰　神田町2丁目13－7

人
権
は
普
遍
的
な
も
の
で
す
。
ど
こ
ど
こ

の
国
の
人
権
と
い
う
考
え
方
は
あ
り
ま
せ

ん
。「
日
本
の
人
権
」
と
か
「
ア
メ
リ
カ
の

人
権
」
と
い
う
考
え
方
も
存
在
し
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、「
男
性
の
人
権
」「
女
性
の

人
権
」「
障
害
者
の
人
権
」「
子
ど
も
の
人
権
」

と
い
う
考
え
方
も
あ
り
ま
せ
ん
。
人
権
と
い

う
も
の
は
、
何
人
と
い
え
ど
も
そ
れ
を
侵
害

す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

世
界
人
権
宣
言
で
は
、「
す
べ
て
の
人
間

は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
、
か

つ
、
尊
厳
及
び
権
利
に
つ
い
て
平
等
で
あ
る

こ
と
、
並
び
に
す
べ
て
の
人
が
い
か
な
る
差

別
、
特
に
人
種
、
皮
膚
の
色
、
性
、
国
民
的

若
し
く
は
社
会
的
出
身
、
門
地
な
ど
に
類
す

る
、
い
か
な
る
事
由
に
よ
る
差
別
を
も
受
け

る
こ
と
な
く
、
す
べ
て
の
権
利
及
び
自
由
を

享
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
宣
明
し
て
い

ま
す
。

そ
し
て
、
日
本
国
憲
法
第
14
条
に
お
い
て
、

「
す
べ
て
国
民
は
法
の
下
に
平
等
で
あ
っ
て
、

人
種
、
信
条
、
性
別
、
社
会
的
身
分
又
は
門

地
に
よ
り
、
政
治
的
、
経
済
的
又
は
社
会
的

関
係
に
お
い
て
差
別
さ
れ
な
い
」
と
明
記
し

て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
人
権
は
「
文
化
」
で
す
。
21

世
紀
の
人
権
の
時
代
を
迎
え
る
に
あ
た
っ

て
、
人
権
を
文
化
と
し
て
生
活
の
中
に
花
開

か
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
人
は
、
と
も

す
れ
ば
自
己
中
心
的
に
人
権
を
と
ら
え
、
本

音
と
た
て
ま
え
に
よ
っ
て
使
い
分
け
よ
う
と

し
ま
す
。

人
権
は
何
人
と
い
え
ど
も
、
平
等
に
付
与

さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
侵
す
べ
か
ら
ざ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
心
に
銘
記
し
た
い
も
の
で

す
。

「
人
権
」
と
は

ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う

６

※
苅
田
町
人
権
・
同
和
教
育
研
究
会
社
会
啓
発

部
会
紙
「
あ
け
ぼ
の
」
よ
り
転
載

※
「
あ
け
ぼ
の
」
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

役
場
人
権
推
進
課
（
TEL
０
９
３
・
４
３
４
・
１

９
５
８
）
へ
。
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苅
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
派

遣
し
た
留
学
生
と
し
て
、
約
一
ヶ

月
、
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
で
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
体
験
し
た
後
藤
充
希
さ

ん
、
紗
耶
さ
ん
姉
妹
が
、
８
月
28

日
、
吉
廣
町
長
に
帰
朝
報
告
を
し

ま
し
た
。
二
人
は
現
在
、
東
京
の

大
学
で
学
ん
で
い
ま
す
が
、
広
報

か
ん
だ
で
募
集
記
事
を
見
た
苅
田

町
在
住
の
お
母
さ
ん
が
応
募
。

二
人
は
、
７
月
20
日
に
出
国
、

受
入
先
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
を
訪
れ
た
後
、
８

月
17
日
ま
で
、
主
に
東
マ
レ
ー
シ

ア
で
、
５
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

し
ま
し
た
。

８
月
に
シ
ド
ニ
ー
で
行
わ
れ
た

船
越
義
珍
杯
少
年
世
界
空
手
道
選

手
権
大
会
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

た
竹
浪
春
夏
さ
ん(

日
本
空
手
協
会

み
や
こ
道
場
）
が
、
９
月
１
日
、

吉
廣
町
長
を
表
敬
訪
問
、
メ
ダ
ル

を
披
露
し
ま
し
た
。

竹
浪
さ
ん
は
10
歳
女
子
形
の
部

に
出
場
。
カ
ナ
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
な

ど
７
か
国
の
選
手
と
正
確
さ
、
ス

ピ
ー
ド
感
、
力
強
さ
な
ど
を
競
い
、

３
位
に
入
り
ま
し
た
。

指
導
し
て
い
る
の
は
、
同
大
会

で
過
去
二
度
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

「
も
の
づ
く
り
」
の
町
と
し
て

発
展
し
、
自
動
車
の
町
と
し
て
脚

光
を
浴
び
て
い
る
苅
田
町
で
、
昨

年
に
引
き
続
き
、
エ
コ
デ
ン
レ
ー

ス
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
は

合
併
50
周
年
記
念
事
業
と
し
て
初

開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
年
は
苅

田
工
業
高
校
を
中
心
と
し
た
実
行

委
員
会
が
運
営
し
ま
し
た
。

エ
コ
デ
ン
レ
ー
ス
と
は
、
自
転

車
の
タ
イ
ヤ
な
ど
を
使
っ
た
自
作

の
車
両
に
、
レ
ー
ス
直
前
に
支
給

さ
れ
る
バ
ッ
テ
リ
ー
を
搭
載
し
、

40
分
間
に
、
周
回
コ
ー
ス
（
約
５

７
０
メ
ー
ト
ル
）
を
何
周
走
れ
る

か
を
競
う
レ
ー
ス
で
、
１
位
の
チ

ー
ム
カ
ン
ダ
は
26
周
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
24
台
の
う
ち
18
台
が

工
業
系
高
校
。
会
場
は
若
者
の
熱

気
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

自
ら
ド
ラ
イ
バ
ー
を
買
っ
て
出

た
苅
田
工
業
高
校
の
越
智
教
頭
は

「
も
の
づ
く
り
の
技
術
は
、
本
で

学
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
実
際
に
も

の
を
作
っ
て
、
失
敗
を
重
ね
な
が

ら
工
夫
し
て
い
く
過
程
で
身
に
付

く
と
思
い
ま
す
。
生
徒
に
と
っ
て

は
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
環
境
へ
の

配
慮
も
学
べ
る
い
い
機
会
だ
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

に
な
っ
た
道
場
師
範
の
中
田
輝
美

さ
ん
。

「
竹
浪
さ
ん
を
６
歳
か
ら
指
導
し

て
い
ま
す
が
、
技
の
使
い
方
が
素

直
で
、
本
番
に
強
い
性
格
で
す
。

大
学
の
心
理
社
会
学
科
で
学
ぶ

充
希
さ
ん
は
、「
学
校
で
学
ん
だ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
を
実

践
し
ま
し
た
が
、
表
情
と
声
の
ト

ー
ン
の
大
切
さ
が
身
を
も
っ
て
わ

か
り
ま
し
た
」。
英
語
を
専
攻
す

る
紗
耶
さ
ん
は
「
現
地
の
英
語
は

独
特
の
訛
が
あ
っ
て
、
学
校
で
習

っ
た
英
語
が
通
じ
ず
シ
ョ
ッ
ク
で

し
た
が
、
し
ゃ
べ
る
こ
と
へ
の
抵

抗
感
が
な
く
な
っ
た
の
が
成
果
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

二
人
が
声
を
そ
ろ
え
た
の
が
、

「
日
本
の
お
米
の
お
い
し
さ
を
再

認
識
し
た
こ
と
」
で
、
食
生
活
や

生
活
環
境
の
違
い
を
体
験
す
る
中

で
、「
豊
か
さ
の
意
味
」
を
考
え

る
夏
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

７
月
に
沖
縄
県
で
開
か
れ
た
全

沖
縄
少
年
少
女
空
手
道
大
会
の
小

学
生
高
学
年
形
の
部
で
、
苅
田
町

の
道
場
（
養
武
会
心
眼
塾
）
か
ら

道
場
の
練
習
以
外
で
も
、
一
人
で

黙
々
と
自
主
練
習
を
続
け
て
き
た

成
果
が
出
ま
し
た
。
今
後
は
ぜ
ひ
、

世
界
一
を
め
ざ
し
て
ほ
し
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
渡
辺
美
乃
さ
ん
（
写
真

上
）
が
優
秀
賞
（
金
メ
ダ
ル
）、

ま
た
米
貴
愛
さ
ん
（
写
真
下
）
も

同
じ
部
で
努
力
賞
を
獲
得
し
ま
し

た
。
こ
の
大
会
は
空
手
道
発
祥
の

地
で
あ
る
沖
縄
に
伝
わ
る
、
い
わ

ゆ
る
「
沖
縄
空
手
」
の
競
技
会
で
、

沖
縄
県
以
外
の
選
手
が
入
賞
す
る

の
は
初
め
て
だ
そ
う
で
す
。

も
の
づ
く
り
の
町
で
エ
コ
デ
ン
に
賭
け
た
夏

マ
レ
ー
シ
ア
で
「
豊
か
さ
の
意
味
」
を
考
え
た
夏

シ
ド
ニ
ー
で
空
手
の
世
界
大
会
銅
メ
ダ
ル
を
得
た
夏

「
沖
縄
空
手
」
の
大
会
で
、
県
外
初
の
入
賞
を
し
た
夏

▲後藤充希さん（前列左）と紗耶さん（同右）
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９
月
３
日
（
日
）
苅
田
町
立
図
書

館
に
お
い
て
「
苅
田
町
救
急
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
９
月
９
日
を
「
救
急
の
日
」

と
し
、
こ
の
日
を
含
む
１
週
間
（
今

年
は
９
月
３
日
〜
９
月
９
日
ま
で
）

は
「
救
急
医
療
週
間
」
と
定
め
、
救

急
医
療
、
救
急
業
務
の
正
し
い
理

解
と
認
識
を
深
め
、
関
係
者
の
意

識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
全
国
的
に
普
及
啓
発
活
動

が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

当
本
部
で
も
片
島
小
学
校
６
年

生
の
松
尾
七
海
さ
ん
と
西
本
晴
菜

さ
ん
に
『
１
日
救
急
隊
長
』
と
し

て
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
心
肺
蘇

生
法
の
実
技
指
導
、
グ
ッ
ズ
及
び

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
配
布
、
消
防

車
両
、
救
急
資
器
材
及
び
応
急
手

当
用
品
等
の
展
示
、
心
肺
蘇
生
法

用
の
ビ
デ
オ
上
映
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

多
数
の
方
々
が
参
加
さ
れ
、
応

急
手
当
の
大
切
さ
を
理
解
し
て
い

た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。

町消防本部に８人目の
救急救命士誕生
国家試験（第
29回救急救命
士試験）に見事
合格した、井上
哲一君（消防士
長）です。
「救急救命士制
度が発足して15年が経過し、救命
士の行える特定行為（気管挿管･薬
剤投与）は拡大しました。それに
伴い、救命士に対する期待と責任
は益々大きなものとなっています。
一人でも多くの命を救う為に頑張
っていきたいと思います。」と熱意
を語っています。
現在、苅田町消防本部8人目の救
急救命士として活躍中です。

区分
火災出動件数 救急出動件数 救助出動件数 その他出動件数

8月中 累計
（1月～8月）

8月中 累計
（1月～8月）

8月中 累計
（1月～8月）

8月中 累計
（1月～8月）

平成18年 1件 7件 119件 935件 3件 16件 2件 75件

平成17年 1件 7件 120件 885件 2件 12件 10件 64件

前年比 ±0件 ±0件 －1件 ＋50件 ＋1件 ＋4件 －8件 ＋11件

火災・救急・救助・その他出動状況（平成18年8月分）

※その他出動：火災・救急・救助以外で消防車等が出動したもの

秋の夜空に1000発の花火
10月28日（土） 第6回秋満喫祭
本年度はＪＡ福岡みやこ農業協同組合苅田ライ
スセンター（片島倉庫）を会場として、1000発
の花火をメインにキャラクターショー、カラオケ
大会、青空市場などを予定しています。スケジュ
ール等詳細は次号に掲載いたします。
★問い合わせ 秋満喫祭実行委員会事務局（都市
整備課商工観光係内）TEL093・434・6521

南原神楽が出演！
第10回京築神楽の里フェスティバル
★日時　10月15日（日）

午前11時～（10時15分　開場）
★会場　サン･グレートみやこ
※入場無料　苅田町からは南原神楽が出演します。
★問い合わせ　役場総合政策課

TEL093・434・1809

「
一
日
救
急
隊
長
」
が
活
躍

図
書
館
で
苅
田
町
救
急
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

火災に備えて訓練！
9月10日、消防団や地元のみな

さんが参加して、西部公民館の火
災を想定して、バケツリレーによ
る消火訓練や、避難訓練、けが人
の救助訓練などを行いました。

▲西本さん(左)と松尾さん(右)
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■北公民館
＊問い合わせ TEL093・434・9000
＊定員になり次第締め切ります。
＊申込受付　9月28日（木） 午前8時30分～

季節を楽しむ男性料理（秋編）
食欲の秋を楽しもう！
★日　時　10月10日（火） 午前10時～午後1時
★講　師　平尾千代世さん
★定　員　5人　（追加募集のため）
★材料代　900円
★持参品　エプロン、タオル、ふきん、筆記用具

◆バドミントン教室開催
経験者・未経験者を問わず、どなたでもOK！（町内

在住・在職者）
★開催日　10月17日（火）・20日（金）・24日
（火）・27日（金）・31日（火）、11月3日（金）
計6回
★時　間　午後7時～9時（2時間）
★場　所　苅田町総合体育館
★参加費　1人　1,000円（保険料・シャトル代）
申込時に徴収します。原則としてお返しいたしません。
★持参するもの
ラケット・シューズ（上履き）・タオル・水筒
★申込方法　10月10日（火）までに体育館に直接申
し込みにきてください。（印鑑が必要です）
※参加者全員を対象にレクリエーション災害保険（死
亡535万円・入院2,500円・通院500円）に加入し
ます。この保険で充分でないと思われる方は、各自ス
ポーツ保険に加入してください。

★申込・問い合わせ　生涯学習課　スポーツ振興係
（総合体育館内）TEL093・434・2493

FAX093・434・3287
※応募者少数の場合は中止することがあります。

◆第５回苅田町アジャタ(玉入れ)選手
権　参加チーム募集
100個の玉をカゴに入れタイムを競う競技です。
★日時　10月8日（日）午前9時～開会式
★場所　苅田町総合体育館
★チーム（１チーム6人）
一般の部（男女問わず）／壮年の部（55歳以上男女問
わず）／婦人の部（50歳以上）／小学生の部（小学生
男女問わず）／チャイルドの部（小学校4年生以下男
女問わず）／親子の部（大人2人、小学校6年生までの
子ども4人）
★申込方法　10月3日（火）午後5時までに苅田町総
合体育指導委員事務局（総合体育館内）に参加申込書
を提出してください。
★表彰　各部門1位～3位　
★申込・問い合わせ先
体育指導委員事務局　（総合体育館内）
TEL093・434・2493
※詳細については9月10日号をご覧下さい。

■西部公民館
＊問い合わせ TEL0930・23・8100
＊定員になり次第締め切ります。
＊申込受付　10月2日（月） 午前8時30分～

地域づくり講座
楽しみながら　まちづくりをすすめよう。
★日　時　10月11日・25日、11月8日、12月6日
1月未定　(全6回予定)   いずれも水曜日　午前10時～
12時　★定員　15人　★持参品　筆記用具

七宝焼き講座
オリジナルアクセサリーを作ってみませんか。
★日　時　11月1日・15日、12月6日・20日、1月
17日・31日（全6回） いずれも水曜日　午後1時～
4時
★講　師　尾崎久美子さん　 ★定員　10人
★持参品　エプロン、手拭、筆記用具
★材料代　1,500円（初回分前納）

スポーツ情報
◆国民体育大会出場者（苅田町在住）
10月に兵庫県で行われる第61回国民体育大会（の
じぎく国体）に次の方々が参加されます。（敬称略）
●水泳・少年男子A競泳（選手） 金亜蘭
●ウエイトリフティング・成年男子（監督） 守昌宏
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図書館情報
★問い合わせ先　苅田町立図書館　TEL093・436・0946

苅田町立図書館からの
お知らせ

●10月9日（月）は祝日開館を
しています。
※10月10日（火）は振り替えの
ため休館です。
●9月30日（土）、10月31日
（火）は館内整理のため休館です。
●休館日に本を返却される方は入
り口横の本のポストをご利用くだ
さい。（ＡＶ資料は除く）
●木曜日と金曜日は午後8時まで
ご利用できます。

■10月の映画会
（午後2時～　ＡＶホール）

水曜名画座（一般向け）
《邦画特集》
4日 青い山脈 93分
11日 梟の城 138分
18日 ビルマの堅琴　　 134分
25日　阿修羅城の瞳 119分
（第10回　秋の読書週間まつり）

日曜子ども映画会
《世界名作劇場特集》　
1日 赤毛のアン「完結版」90分
8日 小公子セディ「完結版」

90分
15日 愛の若草物語「完結版」

90分
22日 フランダースの犬「完結版」

90分
（10月29日の日曜子ども映画会は
秋の読書週間まつりのためお休み
です）

■10月の特設コーナー

[一般]絵本はいかが？
絵本といえば子供のものという印
象がありますが、最近では大人も
楽しめる絵本が数多く登場してい
ます。10月27日から11月9日ま
では「読書週間」。この機会に絵本
の優しくて温かい世界に再び触れ
てみませんか？また秋の読書週間
まつりの期間中（10月24日から
29日まで）には、8月に行いまし
た「絵本づくり講座」の作品もあ
わせて展示いたします。受講生の
皆さんの力作をぜひご覧ください。

［児童］魔法をかけちゃうぞ！
空も大地も魔法がかけられたみ

たいにきれいに色づく秋。もしか
したらこれは魔法使いの魔法なの
かもしれません。今日も夕闇にま
ぎれて何かいたずらしてやろうと
相談中？今月はそんな魔法使いの

本の特集です。ちょうど10月31
日はハロウィーン。この町のどこ
かにもかわいい魔女がやってくる
かもしれませんよ？！

■第10回秋の読書週間まつり
参加者募集

★期間10月24日(火)～29日(日)

《フリーマーケット出店者募集》
・日時 10月29日（日）
午前10時～午後4時（雨天中止）
・場所 図書館パティオ

（9区画を予定）
・応募期間　9月26日（火）

～10月14日（土）
・抽選日　10月15日（日）
午前11時～ 図書館ＡＶホール
・参加資格　図書館利用券の登録
をされている方。個人でもグル
ープでも可。
・申込方法　図書館本館に直接来
館してお申し込みください。
※参加、区画ともに抽選にて決定
させていただきます。先着順では
ございません。また5月の「図書
館まつり」で出店された方はご遠
慮ください。出店料は無料です。

《パソコン教室（中級者向け）
受講者募集》

・日時 10月24日（火）
午前10時～12時（ワード）
午後1時～3時（エクセル）
・場所　パソコンコーナー　　　　　
・定員　8人
・応募期間 9月26日（火）

～10月14日（土）
・抽選日　10月15日（日）

午前10時30分～
図書館ＡＶホール
・参加資格　
午前、午後ともに受講できる方。

図書館利用券の登録をされてい　
る方。
・内容　初級から中級へステップ
アップする内容となります。
5月の図書館まつりで実施した
内容と同じです。
・申込方法　図書館本館に直接来
館してお申し込みください。
受講料は無料です。
※応募者多数の場合は抽選にて決
定させていただきます。
先着順ではございません。
また5月の「図書館まつり」で
受講された方はご遠慮ください。

《ブックリサイクル》
まつり開催中に行なわれています

ブックリサイクルを、今年は10月
1日（日）より実施します。本を
貸出すると引換券がもらえますの
で、お一人5冊まで差し上げます。
お好きな本をお探し下さい。なお
ブックリサイクルの内容（絵本や
雑誌の陳列時期など）に関するお
問い合わせには、回答しかねます
ので、あらかじめご了承下さい。

☆「秋の読書週間まつり」は次号
にてお知らせいたします。
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先
日
お
申
し
込
み
い
た
だ
き
ま

し
た
が
ん
検
診
、
結
核
検
診
を
左

記
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

持
参
す
る
も
の

①
ご
案
内
の
封
筒

当
日
の
受
付
時
に
利
用
し
ま
す
。

②
各
検
診
票
（
問
診
票
）
…
事
前

に
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
は
10
月

上
旬
ま
で
に
個
人
宛
に
送
付
し
ま

す
。

③
健
康
手
帳
　

④
検
診
料
…
左
記
の
料
金
の
通
り
　

眼
鏡
の
必
要
な
方
は
ご
持
参
下
さ

い
。

＊
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
は
、
事
前

に
申
し
込
ま
れ
た
方
を
優
先
し
検

診
を
し
ま
す
の
で
申
し
込
み
を
し

て
い
な
い
方
は
、
順
番
が
遅
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
下

さ
い
。

受
診
上
の
注
意
事
項

◆
喀
た
ん
検
査
を
受
け
る
方
へ

喀
た
ん
検
査
は
、
単
独
で
受
け

る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
肺
が
ん

と
セ
ッ
ト
で
し
か
受
け
る
こ
と
は

出
来
ま
せ
ん
。
ご
希
望
の
方
は
、

問
診
で
申
し
出
て
下
さ
い
。

◆
大
腸
が
ん
検
診
を
受
け
る
方
へ

２
日
分
の
検
便
を
お
持
ち
下
さ

い
。（
各
会
場
で
検
査
セ
ッ
ト
を

配
布
し
て
い
ま
す
。）

＊
大
腸
が
ん
の
み
受
診
さ
れ
る
方

に
つ
き
ま
し
て
も
、
全
体
の
受
付

を
通
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
早
い
時
間
だ

と
多
少
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
が
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

◆
胃
が
ん
検
診
を
受
け
る
方
へ

前
日
の
午
後
９
時
頃
か
ら
検
査

終
了
ま
で
飲
食
で
き
ま
せ
ん
。

◆
胃
が
ん
、
肺
が
ん
検
診
を
受
け

る
方
へ

フ
ァ
ス
ナ
ー
、
ボ
タ
ン
の
つ
い

て
い
な
い
薄
手
の
肌
着
（
Ｔ
シ
ャ

ツ
等
）、
ゴ
ム
ひ
も
の

ズ
ボ
ン
着

用
が
便
利
で
す
。

◆
乳
が
ん
、
子
宮
が
ん
検
診
を
受

け
る
方
へ

子
宮
が
ん
検
診
は
ス
カ
ー
ト
、

乳
が
ん
検
診
は
、
前
あ
き
ブ
ラ
ウ

ス
な
ど
が
便
利
で
す
。

﹇
お
願
い
﹈

各
会
場
と
も
検
診
バ
ス
の
駐
車

の
関
係
で
駐
車
場
に
車
を
停
め
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
車
で
の
ご

来
場
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。

検診日程 検診会場 対象地区
10月11日
（水） パンジープラザ 松山・松原・本町・

上町

10月12日
（木） 福祉会館 尾倉・近衛ヶ丘・

桜ヶ丘

10月30日
（月） 北公民館 雨窪・若久・若久2・

長畑・西町

11月6日
（月）

小波瀬
コミュニティー

白石・与原上・
与原下・二崎・猪熊

11月7日
（火） 西部公民館 白川地区・片島・

岡崎・浄土院

11月8日
（水） 三原文化会館 南原・集

11月9日
（木）

小波瀬
コミュニティー

新津・小波瀬・
百合丘・木ノ元

11月10日
（金） 三原文化会館 提・浜町・馬場・城南

11月13日
（月）

小波瀬
コミュニティー 今古賀・緑ヶ丘

11月14日
（火） パンジープラザ 中町・幸町・港町

胃がん（バリウム検査)
1000円

肺がん（レントゲン読影）
200円

喀たん（痰の検査）
500円

大腸がん（便潜血検査）
400円

乳がん（視触診のみ）
500円

乳がん(視触診＋マンモグラフィ) 
※40歳代 1900円
※50歳以上 1300円

子宮ガン（けい部細胞診）
700円　

結核検診（レントゲン読影）
100円　

①満70歳以上の方（平成19年
4月1日までに満70歳になる方）
②住民税非課税世帯
③生活保護世帯の方

は無料です。

受付時間：午前9時～午前11時

平
成
18
年
度

検 診 料

★
問
い
合
わ
せ
先

パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
健
康
づ
く
り
係

TEL
０
９
３
・
４
３
６
・
５
１
１
５

第23回歯の健康フェア
歯ッピーレシピコンテスト・レシピ紹介第６弾！

今回は、苅田町の増田さんの作品「桜えびのかき揚げ」
のご紹介です。増田さんは、このほか2作品もご応募
いただきました。 苅田町食生活改善推進会

◇◆桜えびのかき揚げ◆◇
材料（4人分）
干し桜えび　30ｇ／みつば　30ｇ／大葉　5枚／
小麦粉　150ｇ／塩　少々／溶き卵　1/2個／
冷水　適量／揚げ油　適量
作り方
①　ボウルに小麦粉と塩を入れて混ぜ、溶き卵と冷水
を合わせて150㏄にしたものを加えて大まかに混
ぜ衣を作っておく。

②　①に干し桜えび、ざく切りにしたみつばと大葉を　
加えてサックリと混ぜる。

③　180℃に熱した油の中に、②を木ベラにのせて落
とし、両面カラッと揚げる。

＊健康管理に気をつけて日本脳炎にかからないように注意しましょう＊

が
ん
検
診
、
結
核
検
診
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産
後
の
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

◆
マ
マ
ぴ
よ
ビ
ク
ス

産
後
の
お
母
さ
ん
の
心
身
の
健

康
を
目
的
に
産
後
の
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
を
実
施
し
ま
す
。
子
ど
も
さ
ん

と
一
緒
に
楽
し
く
体
操
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

★
対
象
者
　
生
後
２
ヶ
月
〜
１
歳

未
満
の
子
ど
も
を
持
つ
母
と
子

（
平
成
18
年
10
月
16
日
の
時
点
で

の
月
齢
）

★
定
員
　
母
と
子
　
20
組

★
日
程
　
①
10
月
16
日
（
月
）

②
10
月
23
日
（
月
）
③
10
月
30
日

（
月
）
④
11
月
６
日
（
月
）

★
時
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
10
時

45
分

★
場
所
　
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ

★
持
っ
て
く
る
も
の
　
動
き
や
す

い
服
装
、
上
履
き
用
シ
ュ
ー
ズ
、

タ
オ
ル
大
・
小
１
枚
ず
つ
、
飲
み

物★
10
月
２
日
（
月
）
〜
受
付
開
始

生
活
習
慣
病
と
は
？

生
活
の
乱
れ
や
わ
る
い
生
活
習

慣
を
続
け
て
い
る
こ
と
で
な
る
病

気
で
す
。

わ
る
い
生
活
習
慣
と
は
？

①
食
生
活
（
食
べ
過
ぎ
、
過
食
）

②
運
動
不
足
③
ス
ト
レ
ス
④
喫
煙

⑤
飲
酒
（
飲
み
す
ぎ
）

以
上
の
大
き
な
原
因
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。

こ
の
教
室
を
と
お
し
て
食
事
、

運
動
の
両
面
か
ら
今
の
生
活
を
見

直
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日程 内容 講師 持ってくるもの

10月26日
(木）

午後1時30分
～3時30分

医師講演
「高脂血症・
痛風のお話」

桑原医院
院長
桑原恒治
先生

筆記用具・調理実習
食材費1回分500円
2回分1000円を
徴収します。

11月7日
（火）

午後1時30分
～3時30分

運動講話・
実習

健康運動
指導士

筆記用具・タオル
運動できる服装
運動靴（室内用)

11月28日
（火）
午前9時～
12時

栄養講話・
実習①

「高脂血症予防
の食事」

苅田町
栄養士

筆記用具
エプロン・タオル

12月7日
（木）
午前9時～
12時

栄養講話・
実習②

「痛風予防の
食事」

苅田町
栄養士

筆記用具
エプロン・タオル

～高脂血症・痛風予防～

◆
た
ま
ご
学
級

（
両
親
学
級
）

妊
婦
さ
ん
、
産
婦
さ
ん
、
お
父

さ
ん
、
祖
父
母
の
方
な
ど
育
児
に

携
わ
る
方
の
た
め
の
教
室
で
す
。

（
要
予
約
。
当
日
受
付
可
。）

子
育
て
講
演
会

10
月
11
日(

水)

午
前
10
時
〜
12
時

○
助
産
師
さ
ん
の
お
話
　
（
母
乳

育
児
・
子
育
て
に
つ
い
て
等
）

講
師：

大
野
母
乳
育
児
相
談
室

助
産
師
　
大
野
　
マ
ス
子
先
生

第
１
課

10
月
17
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
12
時

〇
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
見
学

〇
妊
娠
中
の
栄
養
（
調
理
食
材
費

と
し
て
３
０
０
円
）

〇
出
産
前
後
の
母
子
保
健
制
度
　
　

第
２
課

10
月
28
日
（
土
）

午
前
９
時
〜
12
時

〇
赤
ち
ゃ
ん
の
沐
浴

〇
お
父
さ
ん
の
妊
婦
体
験

〇
産
後
の
保
健

〇
子
育
て
座
談
会

第
３
課

11
月
２
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

〇
「
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
の
た

め
の
歯
の
お
話
」

〇
離
乳
食
講
座
　
　
　
　
　
　
　
　

★
会
場

パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ

★
持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康

手
帳
・
筆
記
用
具
・
（
第
２
課
で

は
バ
ス
タ
オ
ル
か
ズ
ボ
ン
が
必
要

で
す
）

パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
教
室

受
講
者
募
集
!!

◆
減
脂
（
ヘ
ル
シ
ー
）
教
室

★
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ

健
康
づ
く
り
係

TEL
０
９
３
・
４
３
６
・
５
１
１
５

日時 場所 テーマ ねらい 持参するもの

5日
（木）

パンジー
プラザ（和室）

わらべ歌
遊び

昔ながらの
わらべ歌遊びを楽しむ

全日程、汗拭
きタオルと水
筒を持参して
ください。

12日
(木）

パンジー
プラザ（集健）

人形ボー
ドヴィル
「ドラ」

人形劇を親子で観劇し
共感する

（各公民館のサークル合同）

26日
(木）

パンジー
プラザ（和室）

製作遊び
好きな物を作り、

それで遊ぶ楽しさを知る

●
10
月
育
児
サ
ー
ク
ル

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

※
時
間
は
全
て
午
前
10
時
〜
12
時

※
対
象
は
０
歳
児
〜
５
歳
児
の
親

子
・
祖
父
母
・
妊
婦
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＊受付開始
10月2日～
＊定員30人
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★日時　11月19日（日）
午前10時～　雨天決行

★場所　福岡市東区西戸崎　　
海の中道海浜公園 特設コース
★募集人員　2000人
★ゲストランナー　君原健二さん
（メキシコオリンピックマラソン
銀メダリスト）
★参加資格　小学生以上

（県内在住を問わない）
★競技種目　1・2・5・10㎞
（男女別及び学年・年齢層別）
1㎞と2㎞は親子ペア種目があり
ます。
★参加料　一般3,000円、高校生
以下1,000円、親子ペア3,500
円、ダブルエントリー　（一般
1,000円、高校生以下500円追
加）
★申込期間　10月20日（金）必
着（定員になり次第締切）
★申込・問い合わせ先　福岡県民
さわやかマラソン選手受付事務局
TEL092・739・1447
FAX092・739・1446
※申込書は町民会議（三原文化会
館内）、福岡県庁等にあります。

2006
福岡県民マラソン大会

母と子のためのキャンプ
参加親子募集

一流ホテルのシェフの協力のも
と、野外で作る本格フランス料理
に挑戦します。

★日時　11月4日(土)～5日(日)
★会場　福岡県立社会教育総合セ
ンター（糟屋郡篠栗町大字金出
3350－2）現地集合・現地解散
★対象　原則、年長（5歳以上）
中学生（15歳）以下の子どもを持
つひとり親家庭の母と子20組
★参加費　大人3,500円、子ども
3,000円／人（宿泊費、食費、プ
ログラム費、保険料、雑費等含む）
★締切　10月13日（金）
★申込・問い合わせ先
福岡県母子寡婦福祉連合会
〒816－0804 春日市原町3－
1－7（クローバープラザ6階）
TEL092・584・3922

平成19年度

保育園児入園のご案内

来年4月新入園及び継続の
方については10月2日（月）
より申請を受付いたします。
別紙折込の「保育園児入園案
内」をご覧下さい。

★問い合わせ

健康福祉課
子ども係

TEL093・434・1848
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10月から新しく行橋でも行われ

るようになります。

福岡県母子家庭等就業・自立支
援センターでは、母子家庭のお母
さんの就職に関する相談から、技
能習得のための講習会、求人情報
の提供など一貫した就職支援サー
ビスを行っています。お気軽にお
越しください。予約相談も承って
おります。

行橋会場
★日時　毎月第4火曜日（祝日の
場合は休止）午前11時～午後2時
（午前11時～午後1時30分受付）
※10月は24日（火）です。
★場所　福岡県行橋総合庁舎
（行橋市中央1丁目2番1号）
★申込　行橋市役所
地域福祉課児童家庭係
TEL0930・25・1111
★問い合わせ先
福岡県母子家庭等就業・自立支援
センター（春日市クローバープラ
ザ内）
TEL092・584・3931

母子家庭の就業巡回相談

～ 納 期 の お 知 ら せ ～
10月2日

国民健康保険税　
固定資産税　

※町税は口座振替で
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行政書士による

交通事故無料相談会

★日時　10月21日（土）
午前10時～午後4時

★場所　小倉伊勢丹デパート3階
★相談内容　示談書・損害賠償請
求書等の作成及び保険請求手続な
どについて
★備考　予約申込不要、直接ご来
場ください。
★連絡先　福岡県行政書士会
TEL092・641・2501
FAX092・641・2503
〒812－0044
福岡市博多区千代4丁目29－46
アストール博多ビル2階

「はじめての社会保険講座」
（年金・健康保険編）を開催します

特に年金・健康保険等の社会保
険について、仕組みや加入要件、
給付内容等の基礎をわかりやすく
説明します。(無料）
★日時　10月26日（木）

午後6時30分～8時30分
★会場　ウェルとばた

111・112会議室
(北九州市戸畑区汐井町1番6号）
★講師　社会保険労務士

井口昭彦さん
★対象・定員　勤労者及びこのテ
ーマに興味のある方　約70人
★予約　要電話予約（下記まで）
★申込・問い合わせ先
福岡県北九州労働福祉事務所
〒803－0813
北九州市小倉北区城内7－8
TEL 093・592・3507

★日時　10月14日（土）
午前9時30分～受付　
午前10時～講習開始

★開催場所　サンワーク行橋
（行橋市今井　みのしまゴルフ横）
★持参するもの
①海技免許　②本籍地記載の住民
票1通　③写真2枚（縦4.5cm×
横3.5cm）パスポートサイズ・ス
ピード可
★費用　
小型免許更新講習　8,100円
小型免許執行再交付講習

13,990円
※大型（海技士　航海・機関）受
有者の方は、事前にお問い合わせ

「海技免許の更新講習」
を開催します

更年期でお悩みのあなたへ

「女性の健康いきいき教室」

★日時・内容
第1回　10月6日（金）
午後2時～4時（1時30分～受付）
・内容　「中高年におこりやすい
心と体の変化と対応」－更年期外
来の実際ー
・講師　産業医科大学産業保健学
教授　産婦人科医師　石明寛先生
第2回　10月20日（金）
午後2時～4時（1時30分～受付）
・内容　「女性の排尿障害と予防」
ー尿失禁等についてー
・講師　デイサービス「エルム」
代表取締役看護師　今丸満美先生
★場所　福岡県行橋総合庁舎

4階大会議室
★対象者　更年期女性及びその家
族の方、中高年女性の健康に関心
のある方
★定員　各30人程度（※無料）
★申込先
福岡県京築保健福祉環境事務所
保健福祉課高齢者・児童家庭係
TEL0930・23・2970
※要電話予約（開催日前日までに）

労働相談（北九州市・常設）
★期間　毎週月曜日～金曜日
★時間　午前8時30分～午後5時
15分まで（相談者との協議により
時間外対応も可能）
★場所　北九州労働福祉事務所
（小倉総合庁舎3階　TEL093・
592・3516） ※相談者の事情
によっては、相談者自宅、事業所、
相談者が指定される場所に出向く
こともあります。
★相談員　職員、民間相談員（社
会保険労務士） ※相談内容によ
り、別途、特別労働相談員（弁護
士）と協議する場合もあります。
★相談の態様　電話相談、面接相
談（来所・出張）
★日本語が出来ない方には通訳を
手配いたしますので事前にご連絡
ください。

出張労働相談（行橋市）
★期間　毎月第4週月曜

（休館日を除く）
★時間　午後5時～7時まで受付

（相談は午後8時まで可能）
★場所
行橋市コミュニティセンター

会議室（行橋市西宮市2丁目1－7）

労働相談のご案内

TEL0930・26・3288
★相談員　職員　※相談内容によ
り、別途、特別労働相談員（弁護
士）と協議する場合もあります。
★相談の態様　面接相談
※問い合わせ先
福岡県北九州労働福祉事務所情報
相談課
TEL093・592・3516

ください。
★申込・問い合わせ先
関門海技免許センター
TEL0832・66・4029
下関市東大和町2－3－25
http://www.urban.ne.jp/home/
kanmon

★試験日　11月16日（木）
★受験資格　来春高校卒業予定者
または卒業者
★訓練期間　平成19年4月から1
年間（授業料は無料）
★募集人員　20人
★申込期間
10月2日～11月10日
★問い合わせ先
県立小倉高等技術専門校
TEL093・961・4002
（小倉南区横代東町1丁目4－1）

小倉県立高等技術専門校

「OA事務課」生徒募集
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県税事務所

休日開庁いたします

県税の納付のほか、納税相談も
できます。どうぞご利用ください。
★日時　10月15日（日）

午前9時～午後5時
★問い合わせ先
行橋県税事務所（TEL0930・
23・2216）／北九州東県税事
務所（TEL093・592・3506）

○対象となる人
20歳以上30歳未満で本人と配偶者の前年の所得が一定以下の

人。（対象となる所得のめやすは、単身の場合57万円（収入ベー
スで122万円）です。

○猶予となる期間
猶予期間は7月から翌年の6月までです。申請が遅れても7月ま

でさかのぼって猶予が認められます。原則として、毎年申請が必
要ですが、申請時に「継続申請」を希望すると、翌年からは本人
の申請手続きが不要になります。

○納付猶予が承認されると
猶予期間は、老齢基礎年金を受けるために必要な期間に算入さ

れますが、年金額には反映されません。また、障害基礎年金・遺
族基礎年金を受けるために必要な期間にも算入されます。
★問い合わせ先　役場住民課住民・年金係　

TEL093・434・1833

※設計金額250万円以上の工事等契約を掲載しています。
※金額の単位はすべて円です。
※契約方法のうち、「指名」＝指名競争入札、「随意」＝随意契約
※発注課のうち、「環境」＝環境保全課、「施設」＝施設建設課、「下水」＝下水道課、「空港・企業」＝空港・企
業立地推進室

■工事等契約結果発表（８月分）

コミュニティバスのお知らせ

9月10日号表紙で、苅田町コ
ミュニティバス(与原・二崎線)は
白庭神社入口から近衛橋(旧道)ま
での区間は、下水道工事のため平
成18年9月～平成19年2月の間
は通行しませんとなっていました
が、平日の上り第1便のみ通行す
ることになりました。ぜひご利用
ください。

所得の少ない20歳以上30歳未満の人には

若年者納付猶予制度年金
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このコーナーは文化芸術、生涯学習、福祉、環境など、生活やまちづくりに役立つ、町民のみな
さんからの情報を掲載しています。ただし、特定の政治・宗教等団体の宣伝や、参加費が高額な事
業の紹介については掲載をお断りすることがあります。また、掲載内容についての話し合いは当事
者間で、自己責任で行ってください。町が仲介することはありません。

北彩会　絵画展

★日時　10月3日（火）～9日（月）
午前10時～午後5時まで開場

（ただし、最終日は午後4時に終了）
★場所　苅田町立図書館ロビー
★連絡先　会長　長谷川

TEL093・436・1885

シルバー人材センター

ガイドヘルパー（移動介護従事者）
養成研修を開催します

身体障害（視覚障害、全身性障
害）をお持ちの方の外出を支援す
るため、移動の介護に関する基礎
知識や移動介助の技術（屋内・屋
外での実技体験）を習得します。
★開講期間　10月12日（木）～
19日（木）のうち4日間　午前9
時30分～午後5時頃まで
★開講場所
北九州シルバー人材センター西部
支所　大会議室　(北九州市戸畑区
中原西1－13－26）
★受講料　無料（ただし、実習会

女子バレーボール部員募集

現在、シニアの部（45歳以上）
と一般の部（年齢制限なし）の部
員を同時募集しています。まずは、
気楽に練習に参加してみません
か？勝利を目標に、楽しく活気あ
ふれるチーム作りを目指していま
す。苅田クラブチーム（キャプテ
ン 安藤）
★練習日　毎週月曜日
★場所　苅田中学校、体育館

◆これから犬を飼う人のための
講習会（事前講習会）
★日時　10月18日（水）
午後1時30分～午後3時30分
（受付　午後1時～午後1時30分）
★場所　京築保健福祉環境事務所
会議室（行橋市中央１丁目2－1）
★対象者　『子犬の譲渡会』で子
犬の譲渡を希望する県民及びこれ
から犬を飼う予定の県民
★主な内容　「あなたは本当に犬
が飼えますか？」「子犬を迎える
準備」など
◆子犬の譲渡会
★日時　10月25日（水）
午後1時30分～午後3時30分
（受付　午後1時～午後1時30分）
★場所　京築保健福祉環境事務所
★対象者　「これから犬を飼う人
のための講習会（事前講習会）」

を受講した県民
★主な内容　「子犬の飼育方法」
「犬の健康管理」「子犬のしつけ
方」、子犬のプロフィール紹介、
子犬の決定（複数希望者がいる場
合は抽選）など
◆その他
★申込方法　事前に電話で福岡県
京築保健福祉環境事務所衛生課に
申し込んでください。10月2日
（月）から受付開始します。
（TEL0930・23・2245）
★募集人員　30人（定員になり
次第締め切ります）
★注意事項　子犬の譲渡を希望す
る人は、必ず「これから犬を飼う
人のための講習会（事前講習会）
を受講してください。
★譲渡犬　福岡県動物管理センタ
ーで健康チェックした子犬です。

野猿にご注意
ください！
最近、人家周辺に野猿が出没し

ています。もし、見かけたら、次
のことに注意しましょう。
●かまわない。猿の目を見ない。
人から危害を加えなければ、野

猿の方からおそってくることは、
ありません。
●食べ物をやらない。見えるとこ
ろに食べ物をおかない。
猿に一度でも餌を与えると、何

度でも出てくるようになります。
●ラジオ、花火などで追い払う。
ただし、効果は一時的です。

●連絡先　役場農政課
TEL093・434・1893

京築保健福祉環境事務所

社交ダンス会員募集
①初心者クラス（年配の方歓迎）
10月よりスタートします。
・毎週金曜　午後8時～9時30分
②ジュニアクラス
一度見学にどうぞ。
・毎週土曜
午前11時30分～午後1時
★場所　総合福祉会館（尾倉）
★問い合わせ先　宮崎
TEL080・1722・7147

★時間　午後7時30分～
★連絡先　苅田町体育協会事務局
迫 （TEL093・434・4726）

場までの交通費は自己負担）
★申込締切　9月28日（木）
★定員　20人（多数の場合は抽選）
★対象年齢　60歳以上
★申込・問い合わせ先
社団法人　苅田町シルバー人材セ
ンター　TEL093・435・3221
※申込用紙は苅田町総合福祉会館
にあります。

子犬を譲渡します



■社協法律相談
★日時　10月2日（月）午後1時30分～4時30分

★場所 パンジープラザ　相談室　※電話予約制で9月

28日（木）午前8時30分から受付　先着8人まで　苅

田町社会福祉協議会（TEL093・434・3641）

■社協心配ごと相談
★日時　10月3（火）、10（火）、17日（火）、24日

（火） 午前10時～午後3時　★場所　パンジープラザ

相談室★相談員　民生児童委員、人権擁護委員、行政・

母子・婦人各相談委員※当日電話相談も受け付けます。

（TEL093・434・3647）

■身体障害者心配ごと相談
★日時　10月3日（火）午後１時30分～4時　

★場所　パンジープラザ　相談室1 ★相談員　苅田町

身体障害者相談員3人※当日電話相談も受け付けます。

（TEL093・434・3647）

■社協ふくし何でも相談会
★日時　10月20日（金）午前10時～午後1時　★場

所　エル苅田店内（リカーショップさくら横） ★相談

員　苅田町社協あんしんセンター担当職員　★問い合わ

せ先　苅田町社会福祉協議会（TEL093・434・

3641）

■京築地区福祉人材バンク職業紹介
★日時10月20日（金）午前10時～12時　★場所

パンジープラザ　相談室　★問い合わせ先　京築地区福

祉人材バンク(TEL0930・23・8495）

■自閉症、発達障害相談
★日時　10月10日（火）午前10時～12時　★場所

パンジープラザ　相談室　★相談員　当事者の親　　★

問い合わせ先　苅田町社会福祉協議会（TEL093・

434・3641）

■社協介護ホッと相談
★日時　10月7日（土）午前10時30分～12時　★場

所　パンジープラザ　会議室　★相談員　介護体験者

※認知症を考える会「さくら」つどいと同時開催

■行政相談
★日時　10月25日（水）午後１時30分～4時　★場

所　三原文化会館　1階　小会議室　★内容　役所の仕

事についての苦情・相談　★相談員　有光島子さん

■福岡県巡回交通事故相談
★日時　10月24日（火）午前10時～午後4時（受付

は午後3時まで）★行橋市総合政策課広報広聴係（行橋

市中央1丁目1－1）★常設・福岡県交通事故相談所

（TEL092・643・3168）

■補聴器相談
★日時　10月10日（火）、17日（火）、24日（火）

午後3時～4時（第3回目は午後3時～3時30分） ★

場所　パンジープラザ　★問い合わせ先　健康福祉課

障害・社会福祉係（TEL093・434・1848）

■相続・遺産・葬儀相談
★日時　10月18日（水） 午前10時～12時

★場所　中央公民館　★相談員　司法書士　★問

い合わせ先　苅田町社会福祉協議会（TEL093・

434・3641）※相続・遺産相談は要予約　10

月3日（水）午前8時30分～　（先着5人まで）

※
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

無料相談日程

種類 日程 会場

ＢＣＧ
10月10日（火） パンジープラザ
30日（月） 福祉会館（尾倉）

相談名 日程 会場
赤ちゃん健康相談 10月3日（火） パンジープラザ

健診名 日程 対象
4ヶ月児健診 10月 4日（水） 平成18年5月生まれ
7ヶ月児健診 11日（水） 平成18年2月生まれ
1歳6ヶ月児健診 18日（水） 平成17年3月生まれ
3歳児健診 25日（水） 平成15年9月生まれ

集団予防接種　 受付　午後1時30分～2時

乳幼児相談　　 受付　午前9時30分～10時

乳幼児健診　受付　午後1時30分～2時　　会場　パンジープラザ

乳幼児の予防接種・相談・健診日程
※母子健康手帳を持参してください

※問い合わせ先　パンジープラザ　TEL093・436・5115

苅田町役場代表番号（案内）
TEL 093・434・1111
FAX 093・436・3014
ホームページ

http://www.town.kanda.lg.jp
広報かんだ
発行/苅田町
編集/町長公室総合政策課情報政策室おしらせ係
〒800－0392
福岡県京都郡苅田町富久町1丁目19番地1
TEL 093・434・1921

出生 35

死亡 18

転入 140

転出 130

人口 34,769 （＋38）

男 17,000 （＋8）

女 17,769 （＋30）

世帯数 14,144 （＋9）

人のうごき
8月末現在（前月比）

苅田山笠に伴う道路・バス変更のお知らせ

10月1日（日）午後4時～6時

は、歩行者天国区域への乗り入れ
はできませんので、ご注意くださ
い。また、当日は人出が多く、混
雑も予想されますので、会場付近
への車の乗り入れはご遠慮くださ
い。

歩 行 者 天 国

●北九州空港連絡バス ●コミュニティバス

10月1日(日）午前7時から午
後7時まで、空港発苅田町役場行
きのバスは苅田駅止めとなりま
す。苅田町役場発空港行きのバス
も苅田駅前始発となります。
行橋駅発着便は苅田町役場バス

停には停まらず、国道10号線沿
いの「苅田町役場東口」バス停
（上り＝消防署横、下り＝苅田交
番横）に臨時停車します。

10月1日（日）は交通規制のた
め、下記のバス停には停車しませ
んのでご注意ください。

苅田郵便局、苅田町役場、中央公
民館、京町病院前、京町2丁目、
福岡銀行前、井筒屋前、信金前、
キッチンポケット前、重見医院前、
本町、西町（苅田駅には停車しま
す）

ご理解、ご協力をお願いいたします。

18.9.25 ⑩


